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研究成果の概要（和文）：Intentional Binding(IB)を利用した簡便な運動主体感測定プログラムを開発し有効
性を検証した．健康な成人18人を対象に行った調査により，ボタン押から刺激が表示されるまでのバインディン
グ指数を，実験プログラムを用いて取得し検証した結果，コントロール群におけるバインディング指数変化率と
比較して，動画視聴群では，マイナス方向に有意に変位していることが示された(p<0.05)．先行研究によると，
好ましい刺激を受け取る際，IBが短縮することが知られている．本研究の結果は，作成したプログラムがIBの動
きをとらえており運動主体感の測定プログラムとして利用可能であることを示唆している．

研究成果の概要（英文）：We verified the effectiveness of the Intentional Binding Experimental 
Application for Stroke Survivor (IBEASS), a convenient and short-time measurement program utilizing 
IB. Through a survey of 18 healthy adults, we acquired and verified the Binding Index from button 
press to stimulus display using an experimental program. Results indicated a significant negative 
displacement in the video-watching group compared to the control group's Binding Index change rate 
(p < 0.05). Previous research suggests that IB shortens when receiving desirable stimuli. These 
results imply that the developed program effectively captures IB movements and can be utilized as a 
measurement tool for Sence of Agency (SoA).

研究分野： 感性工学

キーワード： 運動主体感　Intentional Binding　リハビリテーション　看護

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　運動主体感へのアプローチがリハビリテーション医療戦略にとって１つの有効な手段であることを検証してい
くためには，臨床の患者を対象とした運動主体感の実態把握が欠かせない．しかしながら，心身不安定でもある
脳卒中患者からのデータ取得においては，より客観的な指標を用いた検討が必要である．運動主体感を主観では
なく連続する時間の尺度で捉えられるという点において，Intentiona Binding (IB)はより客観性のある指標と
なる可能性があり，今回開発したIBを用いた運動主体感測定プログラムは，脳卒中患者の運動主体感測定方法の
確立に向けて有益な材料となる可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
現在、脳卒中片麻痺患者等に対する運動機能の改善を目指したリハビリテーションにおいて、

ニューロリハビリテーション研究の知見の蓄積をもとに新たなストラテジーの構築が進んでい
る。運動主体感とは自身の身体の動きに対し自分自身がその行為を行っているという感覚であ
り、健常者には当たり前の感覚であるものの、片麻痺患者等にとっては大きく損なわれる感覚と
なる。運動主体感をキーワードにした近年の研究では、VR（Virtual Reality）技術を用いて被
験者に実際には動いていない麻痺上肢の動きを視覚的に認知させることで運動主体感を生じさ
せ、リハビリ訓練を高めようとする方法などが検討されている。しかしながら、片麻痺患者の運
動主体感について、運動機能回復に伴う変動や麻痺側と非麻痺側との対比、残存感覚機能の程度
との関連などの実態について報告した研究はまだない。運動主体感への介入がリハビリテーシ
ョン戦略の１つの有効な手段であることを検証していくためには、まずは臨床の現場における
運動主体感の実態把握と影響因子について検討を行うことが重要である。しかし、運動主体感そ
のものは個人の主観であり、客観的に検証していくためには定量化できる方法を用いて検討し
ていく必要がある。 
近年，主観による判断バイアスを避け運動主体感をより客観的に捉える方法として，

Intentional Binding (IB）の利用可能性が指摘されている[1]．IB は能動的な行為の条件下に
おいて時間感覚が変化する現象で，被験者がボタンを押したタイミング（行為）と音が鳴ったタ
イミング（刺激）を回転する時計の針の場所で記憶して実験者に報告する課題において，主体的
にボタンを押した場合に行為と刺激の主観的時間間隔が短縮する（バインディング指数が小さ
くなる）ことで確かめられた[2]． 
 
２．研究の目的 
運動主体感へのアプローチがリハビリテーション医療戦略にとって１つの有効な手段である

ことを検証していくためには、臨床の患者を対象とした運動主体感の実態把握が欠かせない。し
かしながら、心身不安定でもある脳卒中患者からのデータ取得においては、より客観的な指標を
用いた検討が必要である。運動主体感を主観ではなく連続する時間の尺度で捉えられるという
点において、IB はより客観性のある指標となる可能性がある。そこでリハビリテーションを必
要とする患者を想定し、IB を利用した簡便かつ短時間で測定可能な運動主体感測定プログラム
の開発を行い、有効性を検討することとした。 
 
３．研究の方法 
１）運動主体感測定プログラム（Intentional Binding Experimental Application for Stroke 
Survivor : IBEASS）の作成 
被験者がタッチパネル上に記されたボタンを押す（能動的行為）タイミングとその結果パネル

上に提示される刺激のタイミング（刺激）の間の時間間隔について、実際の物理的時間と被験者
の申告時間との差を確認することで被験者個人のバインディング指数を捉えることができる
IBEASS（KATANO TOOL SOFTWARE）を開発した。プログラムは、実際の物理的時間間隔を体験する
タスク（Pretest Task）、Effect binding（統制条件）を測定するタスク（Effect binding Task）、
2種類の刺激条件を切り替えられる実験タスク（Main Task）の 3種類があり、被験者は Pretest 
Task、Effect binding Task、Main Task1（実験①）、Main Task1 または 2（実験②）の順に約 10
分間のプロトコールを実施する。 
２）実験手続き 
 Main Task（図 1）の提示刺激として「光と音を発する電球のアニメーション」、または「子猫
がねこじゃらしに飛びついて遊ぶ動画」が 2秒間提示された。先行研究において、刺激に対する
結果の意味付与（例えば報酬や肯定的感情）が IB に影響を与えることが報告されている[3， 4]。
「子猫がねこじゃらしに飛びついて遊ぶ動画」は、興味を持つ被験者にとっては報酬に繋がる刺
激になるとして採用・設計した。被験者をコントロール群（8名）と動画視聴群（10 名）に分け
た後、まず、プログラムの操作に慣れるためと実際の物理的時間間隔を体験するために Pretest 
Task（25 施行/1 セット）を実施した。次に、Effect binding（統制条件）を測定するための Task
を実施し（15 施行/1 セット）、続いて、実験①および実験②のバインディング指数の計測を行っ
た（各 15 施行/1 セット）。コントロール群では実験①、実験②共に提示刺激として「光と音を
発する電球のアニメーション」（刺激条件 1）を、動画視聴群では実験①で「光と音を発する電
球のアニメーション」（刺激条件 1）を、実験②で「子猫がねこじゃらしに飛びついて遊ぶ動画」
（刺激条件 2）を提示刺激として用いた。動画視聴群では、実験②終了後に動画に対する興味度
を 10 を最大とした 10 段階のリッカート尺度で訊ねた。 
 
 
 
 



 
図 1 Main Task 概要 

 
４．研究成果 
統制条件（Effect binding）と実験①の IB との平均値の差の検定結果を示す（図 2）。統制条

件（Effect binding）の平均は-23.6±58.7、実験①は-95.5±66.3 を示し、実験①の IB は統制
条件（Effect binding）よりも有意にマイナスの値であることが示された（p<0.05）。続いてコ
ントロール群と動画視聴群のバインディング指数の変化率の解析を行った。コントロール群に
おける実験①（刺激条件 1）に対する実験②（刺激条件 1）の変化率は 27.7±48.9 とプラスの値
であったのに対して、動画視聴群では、実験①（刺激条件 1）に対する実験②（刺激条件 2）の
変化率は-231.3±152.0 とマイナスの値を示した（図 3）。両群の平均値の差を対応のない T検定
で検証した結果、コントロール群と動画視聴群の変化率に有意な差が示され（p<0.05）、動画視
聴群ではマイナス方向への変化率が高いことが示された（図 3）。 

 
図 2 統制条件（Effect binding）と実験①の IB との平均値の差の検定結果 

 
 
 



 
図 3 2 群における実験①（刺激条件 1）に対する実験②（刺激条件 2）の変化率 

 
今回得られたデータが IB の特徴を有するかどうか確かめるため、統制条件（Effect binding）

との比較を行った。IB の特徴として、刺激への知覚のタイミングが Effect binding よりも早ま
る（時間が短縮される）ことが示されている[2]。解析の結果、実験①で得られたデータが Effect 
binding よりも時間的に有意に短いことが示され、本研究で得られたデータは IB である可能性
が示された。また、本実験の動画視聴群では、実験に用いた動画に高い興味を示した。興味も内
的動機づけを駆動させる因子であり[5]、IB を変化させうると仮定したが、実際、動画視聴群に
おいて、実験①に対する実験②のバインディング指数変化率のマイナス方向への変移がコント
ロール群と比較して顕著であることが示された。このことは、刺激としての動画視聴が IB に影
響を与え、主観的時間間隔を短縮させたことを意味しており、このプログラムが IB の興味に対
する動きを捉えている可能性も示唆している。 
運動主体感は主観であるため、さまざまな症状や苦痛を抱える患者を対象としたアンケート

調査では客観性に問題が生じる場合がある。また、長期間にわたり調査を実施する場合には、よ
り短時間で簡便に実施できる方法が望まれる。本研究で開発した IBEASS は、アンケート調査よ
り客観的であり短時間で簡便に実施できる運動主体感の測定方法として期待できる。 
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